面接指導条文例3（従業員が50名以上の場合）
（面接指導）
第○条　休憩時間を除き１週間当たり40時間を超えて労働させた場合においてその超えた時間外労働及び休日労働の合計時間が１ヵ月当たり80時間を超え、かつ、疲労の蓄積が認められる従業員が申し出たときは、会社は、医師による面接指導（問診その他の方法により心身の状況を把握し、これに応じて面接により必要な指導を行うことをいう）を行う。
　　２.　会社は、従業員の健康および福祉を確保することおよび前項の規定を従業員に遵守させるため、時間外労働および休日労働の合計時間が月80時間を超えたときは、速やかに、当該者に対し、その情報を通知するものとする。
　　３.　会社は、時間外および休日労働の合計時間が月80時間を超えた場合は、その労働者の氏名、作業環境、労働時間に関する情報、深夜の回数及び時間数の情報を産業医に速やかに提供するものとする。また、上記月80時間を超えた労働者がいない場合であってもその情報を産業医に提供するものとする。
